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	11　報道発表鑑v2
	12　02　意見の概要及び意見に対する考え方 v7
	13　基準政令改正概要（実施時のものをリバイス）
	非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の一部を改正する政令概要
	非常勤消防団員等の公務上の災害等に対する損害補償に関し、同一の事由により他の法律による年金たる給付が支給される場合における傷病補償年金及び休業補償の額に乗じる調整率の改定を行う。
	１．災害補償給付と公的年金給付の併給調整について
	○　消防団員等公務災害補償制度による災害補償給付は、広い意味での社会保障給付の一環をなすものであり、当該給付の費用が公的に負担されていること等から、同一の事由について、「消防団員等公務災害補償制度による年金たる損害補償給付」と「他の法律による年金たる給付」（公的年金給付）が併給される場合には、「消防団員等公務災害補償制度による年金たる損害補償給付」に調整率を乗じた額を支給している（非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令（昭和31年政令第335号。以下「令」という。）附則第３条）。
	○　災害補償給付と公的年金給付の併給調整については、労働者災害補償制度及び地方公務員災害補償制度等においても同様の制度が規定されており、消防団員等公務災害補償制度における調整率は、労働者災害補償保険法施行令（昭和52年政令第33号）及び地方公務員災害補償法施行令（昭和42年政令第274号）等に規定されている調整率と同じ率を用いている。
	２．改正の概要
	○　同一の事由により厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）による障害厚生年金等が支給される場合に、①傷病補償年金、②休業補償の額に乗じる調整率について、次のように改定する（令附則第３条第２項及び第５項関係）。
	※１　特殊公務災害とは、非常勤消防団員又は非常勤水防団員が、生命・身体に対する高度の危険が予測される状況下において人命の救助等に従事し、そのため公務上の災害を受けたものをいう（令第11条の2）。
	※２　厚生年金保険法による障害厚生年金又は被用者年金制度の一元化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律（平成24年法律第63号）附則第41条第1項の規定による障害共済年金若しくは同法附則第65条第1項の規定による障害共済年金をいう（令附則第3条第１項）。
	○　上記改定は、労働者災害補償保険法施行令の一部を改正する政令（平成28年政令第19号）及び地方公務員災害補償法施行令の一部を改正する政令（平成28年政令第15号）の内容を考慮したものである。
	３．施行期日
	平成28年４月１日

	14　番号入り＿案文・理由160126　日本国政府枠（青枠）政令案・理由
	15　新旧（案とれ）160217　５点用 04　新旧【消防】160104長官・次長入れ（修正）

